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人動車学の提唱と微分ハンドル車の発明
　自動車の安全性を考える場合、事故が発生したときの損害を小さくしようとする立場からの研究、一方出来るだけ
事故が発生しないような性質を自動車に与えるという立場からの研究、この二つの態度がある。後者の第二の観点
から自動車の安全を考える場合に運転者は常に事故が起こらないように努力を払っているという前提を設けると、自
動車の動特性を人間の制御しやすいものにすることが重要である。すなわち人間‒自動車系の動特性の改善が重
要事項となってくる。安全の問題を論ずるには、人間から切り離した機械としての研究から人間‒機械系としての「人
動車」の研究が必要なのである。その具体的事例が微分ハンドルである。（生産研究　Vol.19、NO.11、1967、東
京大学生産技術研究所　所報）
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フィードバック制御系としての人動車の特性試験装置の開発

現代の文明社会と自動車

「モーターファン」誌のロードテストに参画
　三栄書房の自動車誌主催の国内外新車ロードテスト（鈴木賢七郎社長、時を経て鈴木修己社長の肝いり）は、日
本の自動車技術および産業の発展に多大な貢献をもたらすと共に、欧米の自動車先進国からも高く評価され、その
データは広く活用されてきた。1954年11月のゴリアートGP700（西ドイツ）に始まり、1990年迄の36年間に亘り、内外
の主要500車種近くにおよぶ。大学研究室などが主体となり、ロードテストを実施し、そのデータをもとに開発メンバー
との座談会が行われ，誌上に公開。東京大学生産技術研究所平尾研究室は、車両の動力性能試験を担当し、ロー
ドテストの主導的役割を果たして来られた。

微分ハンドル車の効果
（a）は一般の自動車による操舵制御：左折時の車両の挙動「ふらついている」、（b）は微
分ハンドル車「スムースな走り」。いずれも初心者。

（生産研究　Vol.20、№10、1968、東京大学生産技術研究所　所報）

（東大生研　平尾研究室担当　動力性能試験　キャデラック　1960年5月）

実験用に試作した微分ハンドル車
制御理論を用いて操舵制御を解析すると、人は難しい積
分制御を行っている事がわかる。開発した微分ハンドル
車は操舵系がこれを受け持ち、人は簡単な比例制御に
よって運転が可能となる。

「モーターファン」誌　ロードテスト風景

※208頁～209頁は「生産研究」（東京大学生産技術研究所）所報及び『轍45―自動車研究ファイル―』より転載

自動車評価のものさし 「安全性・高速性・家具性」

自動車工学の立場から学術的にその進歩を追求する
のは「性能・機能」が主体であったが、これからは
その領域を越えて総合的に追求することになろう。

科学技術の進歩、エンジニアリングの発達が人間的
な豊かな社会を築く土台となった。将来の自動車の
姿は、安全化・高速化・家具化の三条件を満たすも
のでなければならない。それには図の6項目が重要
な意味を持つ。（生産研究　Vol.20、№10、1968、
東京大学生産技術研究所　所報）


